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IUGONET参加機関 

日本国内５機関７組織 
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両極域から赤道域を連結する観測ネットワーク 

スバールバル 
  ISレーダー 
  流星レーダー 
  オーロラ観測 

飯館・女川観測所 

SuperDARNレーダー 
昭和基地 
 SuperDARNレーダー２台 
 MFレーダー 
 オーロラ観測 
 地磁気多点観測網 
 昭和・女川ELF 同時観測 

飛騨天文台 

ペルー国立イカ大学 

北海道HFレーダー 
（観測範囲） 

トロムソ 
  ISレーダー 
  流星レーダー 
  MFレーダー 

アイスランド 
オーロラ観測所 （２点） 
  地磁気観測所 （３点） 

フレアモニタ望遠鏡 

太陽磁場活動望遠鏡 

惑星シンクロトロン電波望遠鏡 

Equatorial Atmosphere Radar 

EISCAT Svalbard  Radar 

フラックスゲート磁力計システム 

MAGDAS観測点 

赤道大気観測所 
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観測ネットワーク（高度方向） 
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超高層大気で観測される物理現象 
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IUGONETの目的 

• IUGONETプロジェクトの研究対象は、 

「超高層大気の長期変動」 

– このメカニズム解明には、 
様々な観測データを用いた総合解析と個々の観測データ
を熟知した多くの研究者による議論が不可欠である。 

↓ 

 

 

ヴァーチャル情報拠点 
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バーチャル情報拠点 

京大 

生存研 

京大 

理・附属天文
台 

京大  理・地磁気センター 

バーチャル情報
拠点による連携
強化 

観測DB 

(+解析ソフト) 
極地研 

名大 

STE研 

地磁気研究 

コミュニティ 赤道大気研究 

コミュニティ 

国内他機関・大学 

海外研究者 

他の地球科学分
野へ展開 

極域研究 

コミュニテ
ィ 

東北大 

PPARC 

磁気圏研究 

コミュニティ 

九大 

宙空研 

地磁気研究 

コミュニティ 

XML 

XML 

XML 

XML 

XML 

XML 

XML 

メタデータDB 

超高層大気科学 

バーチャル情報拠点 

衛星、数値モデル
データへの拡張 

太陽物理研究 

コミュニティ 

電離圏・磁気圏研究 

コミュニティ 
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Video会議システム 

 

 

• 利用例 

– IUGONET開発者会議 

– STPデータ問題検討会(IUGONET
、NICT、JAXA、NAOJ) 

 

• 比較的高価な機器を持ってい
る機関だけ参加可能。 
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Web会議システム 

• Cisco WebEX 
– ホストは要契約。 
– PC, Webcam, MIC, internet以外

特別な機器は要らない。 
 
 

– PCの画面共有が出来る。 
– Web CAMの映像が見える。 
– 音声通話できる。 

 
 

 
• iugonet開発者会議 

• 2011年4月 東北大 - JAXA - 京大
で、WebExを用いた輪読を開催。
手書きレジュメを電子化し、画面
上で共有。 
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TWiki & ML 

 

• TWiki 

– プロジェクト内部閲覧用。 

 

 

• Mailman 

– プロジェクト内部連絡用で利用。 

10 



ヴァーチャル情報拠点の強化 

 

• 上述のシステムは、主として顔見知りの研究者同士のコミュ
ニケーション手段。 

 

• 前述のシステムに加えて、ソーシャルメディアに注目。 
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IUGONET Metadata DB(検索画面) 
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IUGONET Metadata DB(詳細表示) 
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www.addthis.com 

Javascriptのコードを自動生成し、自身のページに張り込むこと
で、様々なソーシャルメディアとリンク。 

14 



AddThisの利用(IUGONETの場合) 
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Twitterの広報利用 

IUGONET Twitter公式アカウント 

 iugonet 

 

 

iugonetは、サイエンスだけでなく、メ
タデータ・データベース、解析ソフ
トウェアの提供等”サービス”も行
うための広報用。 
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IUGONETメタデータ・データベース 

• IUGONETメタデータ・データベースは、 

– ユーザー登録を必要としない。 

– ブラウザでアクセス可能。 

 

↓ 

• IUGONETメタデータ・データベースは、ユーザー情報を
一切持たない。 

• ユーザー自身が閲覧した情報を管理→ソーシャルメディア 

• AddThisボタンと、ソーシャル・メディアはIUGONETメ
タデータ・データベースを補完する！ 
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まとめ 

• IUGONETプロジェクトの研究対象は、「超高層大気の長
期変動」 
– このメカニズム解明には、様々な観測データをとそれらを熟知し

た多くの研究者の協力が必要である。 

 

AddThisボタンとソーシャルメディア（ついでにhandle）を介した、
1次観測データに紐づいたメタデータの情報の共有！ → これを
参照して、ソーシャルメディア内で議論が進めば幸い。 

 

Twitterを用いた広報利用 
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